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厚
生
労
働
省
が
ま
と
め
た
2
0

1
8
年
の
労
働
災
害
発
生
状
況
で

は
、
60
歳
以
上
の
死
傷
者
数
（
4

日
以
上
の
休
業
）
は
、
前
年
比
10

・
7
％
増
の
3
万
3
2
4
6
人
と

過
去
最
高
で
、
死
傷
者
全
体
の
4

分
の
1
超
を
占
め
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
改
正
高
齢
者
雇
用
安

定
法
に
よ
り
、
65
歳
ま
で
の
雇
用

が
根
付
い
て
き
た
こ
と
に
よ
る
も

の
と
思
わ
れ
ま

す
。法
改
正
は
、

少
子
高
齢
化
の

人
手
不
足
に
対

応
す
る
た
め

と
、
老
齢
厚
生

年
金
の
報
酬
比
例
部
分
の
支
給
開

始
年
齢
が
、
2
0
2
5
年
4
月
以

降
は
65
歳
に
な
る
こ
と
も
あ
り
、

60
歳
以
上
で
無
年
金
無
収
入
に
な

る
可
能
性
の
あ
る
労
働
者
が
、
65

歳
ま
で
働
き
続
け
る
必
要
が
あ
る

た
め
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

確
か
に
今
の
60
歳
は
ま
だ
ま
だ

若
々
し
く
、
働
き
続
け
る
こ
と
に

少
し
も
違
和
感
は
あ
り
ま
せ
ん

し
、
見
た
目
に
は
特
に
配
慮
が
必

要
と
は
思
え
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

年
齢
を
重
ね
る
と
、
身
体
機
能
・

認
知
機
能
の
低
下
、
体
力
や
視
力

の
低
下
は
顕
著
で
、
ち
ょ
っ
と
し

た
段
差
で
転
ん
で
し
ま
っ
た
り
、

階
段
か
ら
落
ち
て
し
ま
っ
た
り

と
、
転
倒
に
よ
る
事
故
が
37
・
8

％
を
占
め
、
全
世
代
の
25
％
程
度

に
比
べ
て
か
な
り
多
く
な
っ
て
い

ま
す
。
転
倒
は
、
大
き
な
ケ
ガ
に

つ
な
が
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
多

く
、
休
業
期
間
が
長
引
く
傾
向
に

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
腰
痛
、
熱
中

症
な
ど
も
高
齢
に

な
る
ほ
ど
か
か
り

や
す
く
な
り
ま

す
。厚

労
省
は
、
今

年
度
中
に
高
齢
者

の
労
働
災
害
を
防
止
す
る
た
め
の

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
指
針
）
を
策
定

し
ま
す
。
事
業
者
に
は
対
策
と
し

て
、
①
転
倒
防
止
、
②
腰
痛
防

止
、
③
熱
中
症
防
止
、
④
健
康
状

況
の
把
握
や
環
境
改
善
、
な
ど
の

取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
そ

し
て
、
来
年
度
に
は
職
場
の
安
全

性
向
上
に
つ
な
が
る
、
施
設
改
修

や
設
備
導
入
な
ど
を
行
な
う
中
小

企
業
に
、
費
用
の
50
％
（
上
限
は

1
0
0
万
円
）
を
補
助
す
る
助
成

金
が
創
設
さ
れ
ま
す
。

政
府
は
、
70
歳
ま
で
働
き
続
け

ら
れ
る
社
会
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
こ
の
機
会
に
、
安
全
対
策
に

取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

社
会
保
険
労
務
士

荒

祐
子

荒さん

国
土
交
通
省
が
建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
（
以
下
Ｃ
Ｃ

Ｕ
Ｓ
）
を
活
用
し
た
「
建
設
技
能
者
の
能
力
評
価
制
度
」
で
基
準

を
認
定
し
た
と
、
本
紙
2
3
0
4
号
で
お
伝
え
し
ま
し
た
。
今
後
、

技
能
者
評
価
だ
け
で
な
く
「
事
業
所
の
見
え
る
化
」
制
度
の
活
用

を
め
ざ
し
、
住
宅
建
築
分
野
で
の
登
録
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。ＣＣＵＳ連携のアプリ「イージーパス・エア」

を使って入退場を管理する渡辺副委員長

【
本
部
・
近
藤
初
雄
記
】
Ｃ
Ｃ

Ｕ
Ｓ
で
は
今
後
、
技
能
者
評
価
だ

け
で
な
く
、
「
事
業
所
の
見
え
る

化
」
「
企
業
評
価
制
度
」
が
職
種

ご
と
に
つ
く
ら
れ
、
先
行
し
て
住

宅
建
築
分
野
の
仕
事
確
保
・
受
注

拡
大
を
め
ざ
し
、
全
建
総
連
が
主

導
し
て
「
工
務
店
評
価
基
準
」
づ

く
り
が
す
す
ん
で
い
ま
す
。

Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
カ
ー
ド
を
所
持
す
る

従
業
員
を
雇
用
し
、
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
に

登
録
す
る
各
職
の
事
業
所
と
の
取

引
が
多
く
、
防
災
活
動
や
若
年
者

育
成
、
リ
カ
コ
会
員
な
ど
の
事
業

所
や
一
人
親
方
を
含
む
個
人
事
業

主
が
高
位
評
価
を
え
ら
れ
る
制
度

と
な
り
ま
す
。

「
町
場
こ
そ
登
録
が
必
要
」「
若

手
に
将
来
の
希
望
を
示
す
Ｃ
Ｃ
Ｕ

Ｓ
」
と
組
合
全
体
で
登
録
を
進
め

る
た
め
、
「
町
場
の
登
録
は
全
建

総
連
・
東
京
土
建
に
責
務
が
あ
る
」

「
建
設
産
業
の
民
主
化
に
と
っ
て

必
須
の
課
題
」
だ
と
、
ま
ず
は
役

員
か
ら
登
録
し
、
促
進
す
る
真
価

が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

組
合
独
自
の
助
成

制
度
も
活
用
を

企
業
交
渉
や
自
治
体
懇
談
に
向

け
た
制
度
政
策
要
求
を
し
て
い
く

た
め
に
は
、
今
後
、
組
合
側
の
仲

間
が
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
の
カ
ー
ド
を
持
っ

て
い
な
い
の
で
は
交
渉
に
説
得
力

が
な
く
な
り
ま
す
。
5
年
間
（
2

0
2
3
年
度
）
の
う
ち
に
組
合
員

の
技
能
者
を
す
べ
て
登
録
す
る
こ

と
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

技
能
評
価
で
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し

て
い
く
た
め
、
ど
け
ん
共
済
会
の

資
格
取
得
祝
金
や
青
年
部
チ
ャ
レ

ン
ジ
助
成
金
も
活
用
し
て
資
格
取

得
の
た
め
講
習
を
受
講
し
ま
し
ょ

う
。
事
業
所
の
皆
さ
ん
に
は
Ｃ
Ｃ

Ｕ
Ｓ
の
登
録
に
向
け
組
合
事
務
所

と
相
談
し
、
す
で
に
登
録
さ
れ
た

皆
さ
ん
は
就
業
履
歴
の
蓄
積
を
す

す
め
、
仲
間
に
登
録
を
す
す
め
ま

し
ょ
う
。

東
京
土
建
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
助
成
金
も

活
用
し
、
全
支
部
が
認
定
窓
口
と

な
り
、
2
0
2
0
年
度
か
ら
は
足

並
み
を
そ
ろ
え
、
仲
間
の
登
録
に

ま
い
進
し
ま
し
ょ
う
。

【
作
業
主
任
者
】

木
造
建
築
物
の
組
立
て
2
月
4
日

〜
5
日
（
火
水
）
池
袋
、
1
万
1

千
円

足
場
2
月
25
日
〜
26
日
（
火
水
）

池
袋
、
1
万
1
千
円

有
機
溶
剤
（
塗
料
・
シ
ン
ナ
ー
に

含
有
の
エ
チ
ル
ベ
ン
ゼ
ン
や
塗
料

剥
離
剤
の
ジ
ク
ロ
ロ
メ
タ
ン
で
も

必
要
に
）
2
月
6
日
〜
7
日
（
木

金
）
池
袋
、
1
万
1
千
円

酸
欠
・
硫
化
水
素
（
暗
渠
・
マ
ン

ホ
ー
ル
・
槽
・
ピ
ッ
ト
等
で
の
作

業
）
2
月
12
日
〜
14
日
（
水
木
金
）

池
袋
、
1
万
9
千
円

【
特
別
教
育
な
ど
】

職
長
・
安
全
衛
生
責
任
者
2
月
4

日
〜
5
日
（
火
水
）
池
袋
、
1
万

4
千
円

ロ
ー
プ
高
所
作
業
2
月
27
日（
木
）

池
袋
、
7
5
0
0
円

石
綿
2
月
18
日
午
後（
火
）池
袋
、

4
2
0
0
円
、
自
由
研
削
砥
石
・

丸
の
こ
・
熱
中
症
と
3
日
間
連
続

セ
ッ
ト
割
引
1
万
7
2
0
0
円

自
由
研
削
砥
石
2
月
19
日
（
水
）

池
袋
、
7
5
0
0
円

丸
の
こ
・
熱
中
症
2
月
20
日（
木
）

池
袋
、
7
5
0
0
円
、
丸
の
こ
の

み
4
8
0
0
円
、
熱
中
症
の
み
3

3
0
0
円
、
自
由
研
削
砥
石
と
2

日
間
セ
ッ
ト
割
引
1
万
4
千
円

増
改
築
相
談
員
2
月
27
日
（
木
）

池
袋
、
更
新
午
後
の
み
、
2
万
円

新
規
（
経
験
10
年
以
上
）
丸
一

日
、
3
万
円

【
溶
接
】

ガ
ス
溶
接
2
月
15
日
〜
16
日
（
土

日
）
城
東
職
業
能
力
開
発
セ
ン
タ

ー
（
足
立
区
綾
瀬
）、1
万
6
千
円

【
事
業
所
向
け
】

新
入
職
者
教
育
（
法
定
の
「
雇
入

れ
時
教
育
」
の
一
部
と
、
足
場
特

別
教
育
・
熱
中
症
の
2
つ
の
特
別

教
育
を
実
施
）
3
月
4
日
〜
5
日

（
水
木
）
池
袋
、
9
3
0
0
円

【
建
築
士
講
習
】
（
東
京
土
建
Ａ

Ｔ
Ｅ
Ｃ
）

建
築
士
定
期
講
習
2
月
6
日（
木
）

池
袋
、
1
万
円

管
理
建
築
士
講
習
（
建
築
士
事
務

所
で
管
理
建
築
士
と
な
る
予
定
・

将
来
見
込
の
方
）
2
月
26
日
（
水
）

池
袋
、
1
万
2
千
円

雨の中ポケットティッシュ
を配ってＣＣＵＳの宣伝行
動を行なう足立支部の仲間

Ａ
Ｌ
Ｃ
工
な
ど
（
正
規
・
短
期
）

㈱
Ｓ
・
Ｅ
商
事
（
練
馬
支
部
）

☎
0
4
8
―
4
7
5
―
9
0
0
0

防
水
工
、
改
修
工
事
（
正
規
）

三
幸
工
業
㈱
（
世
田
谷
支
部
）

☎
0
9
0
―
1
5
3
1
―
5
4
6
0

大
工
、
多
能
工
、
ダ
ク
ト
工
（
正
規
・

短
期
・
請
負
）

渡
邉
工
務
店
（
世
田
谷
支
部
）

☎
0
9
0
―
4
5
3
4
―
9
8
9
4

水
道
修
理
（
正
規
）

㈲
芳
川
設
備
（
世
田
谷
支
部
）

☎
0
3
―
3
3
0
0
―
9
0
0
3

建
築
金
物
取
付
（
正
規
）

稲
垣
金
属
㈱
（
江
東
支
部
）

☎
0
8
0
―
1
1
3
6
―
6
5
5
5

圧
接
工
、
圧
接
補
助
（
正
規
）

荒
木
圧
接
㈲
（
江
戸
川
支
部
）

☎
0
3
―
3
6
1
6
―
8
4
2
4

樋
、
板
金
工
事
及
び
現
場
管
理
（
正
規

・
請
負
）

㈱
久
保
カ
ワ
ラ
店（
小
平
東
村
山
支
部
）

☎
0
4
2
―
4
6
2
―
5
2
4
2

塗
装
工
（
正
規
・
請
負
）

㈱
ジ
ュ
ン
企
画（
小
金
井
国
分
寺
支
部
）

☎
0
4
2
―
6
9
2
―
0
0
3
0

塗
装
、
デ
ザ
イ
ン
塗
装（
正
規
・
短
期
）

ｋ
ｕ
ｃ
ｈ
ｉ
ｋ
ｏ
ｍ
ｉ
ｐ
ａ
ｉ
ｎ
ｔ

（
大
田
支
部
）

☎
0
9
0
―
3
3
4
2
―
3
9
5
9

ハ
ウ
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
、
ク
ロ
ス
貼
り

（
正
規
）

㈱
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｋ
Ａ
Ｒ
Ａ
（
村
山
大
和
支

部
）

☎
0
7
0
―
6
5
5
9
―
7
7
7
2

電
気
工
事
、
配
管
工
（
正
規
）

㈱
皇
建
工
業
（
葛
飾
支
部
）

☎
0
3
―
6
6
5
7
―
5
2
5
5

塗
装
工
（
正
規
・
請
負
）

建
装
社
（
練
馬
支
部
）

☎
0
9
0
―
2
1
5
4
―
3
8
1
2

設
備
工
（
正
規
）

㈲
ア
イ
コ
ー
設
備
（
練
馬
支
部
）

☎
0
4
8
―
4
5
8
―
0
6
0
2

電
工
（
正
規
）

㈱
平
林
電
設
（
大
田
支
部
）

☎
0
9
0
―
3
4
7
7
―
7
7
1
9

サ
ッ
シ
、
金
物
工
事
（
正
規
）

㈲
坂
口
工
業
（
大
田
支
部
）

☎
0
9
0
―
3
4
7
2
―
1
3
8
9

造
園
〈
剪
定
〉
（
正
規
）

ガ
ー
ド
ゥ
ナ
ァ
ー
・
ド
イ（
練
馬
支
部
）

☎
0
9
0
―
8
6
4
8
―
5
6
7
3

仕
事
の
確
保
と
拡
大
め
ざ
し

ＣＣＵＳ

事
業
所
の
見
え
る
化
へ

49

６０
歳
以
上
の
労
災
過
去
最
高
に

事
業
者
は
安
全
対
策
を
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